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ふかく考える子 あたたかみのある子 がんばりのきく子
２月の目標 ： 勉強の苦手を克服しよう

立春を過ぎて

学校にとって、子どもたちにとって、春は特

別な季節です。まず、学年、級友が変わります。

そして、担任の先生も変わります。教室も、あ

るいは階や校舎も変わる学年もあります。去年

の４月、階段を上がるだけで興奮していた２年

生がいました。何だか今までとは違う、特別な

力が備わったような気持ちになるようです。新

入生や下級生のために、何かをしてあげたくな

ってきます。今まで話したことがなかった友達とも、仲よくなれそうな気がしてきます。

いろいろなことが一新する季節に、子どもたちは大きく期待に胸を膨らませています。不

安ももちろん抱えながらも、わくわくする気持ちで心が浮き立っていきます。

大人は、そんな子どもたちのわくわくを、今の時期から大切に育てていかなくてはなり

ません。「〇年生になったら、こんなことができないと笑われるよ！」「そんなんじゃ、

〇年生になれませんよ」こんな言葉で、わくわくの芽を摘み取ってはいけません。「素敵

な〇年生になるために、こんなことをがんばってみよう」「新しい下級生に自慢できるよ

うに、立派な姿を見せられるようにしよう」 前向きな、こんな言葉でわくわくを大きく

育てたいものです。

あっという間に過ぎてしまう２月、３月ですが、保護者の皆様、地域の皆様とともに、

高取小学校の子どもたちの春をすばらしいものにしていきたいと思っています。今後とも、

学校とともに歩んでいただけますようお願いします。

学校関係者評価委員会

６日（火）に、令和５年度の自己評価に対する

学校関係者評価委員会をＰＴＡ役員、民生委員、

市内教員、有識者の方々に来校いただき、開催し

ました。２時間目に校内を回り、授業を参観して

いただきました。「落ち着いた中で学習に取り組

んでいました」「楽しそうだね」「元気だね」と

感想を述べてみえました。評価の過程で提案されたさまざまな助言などは、質の高い教育

活動を保ち続けるため、今後に反映していきます。委員の皆様、ありがとうございました。



カレンダーのイラストが力作ぞろいです

高浜市教育委員会が作成するカレンダーのイラストを募集しましたが、高取小学校から

は多数の応募がありました。数も内容もすばらしく、展覧会を開いてもよいと思いました。

その一部を紹介します。順不同です。

【２年 ＩＭ】

【令和５年度のカレンダー】

【２年 ＩＫ】

【５年 ＴＫ】

【６年 ＫＹ】

【６年 ＩＫ】

【６年 ＴＭ】

【６年 ＳＣ】


